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アウトライン�

2 

１．インストラクショナル・デザインとは�
　　定義と必要性�
�
２．２つのモデルとMOOCの特徴�
　　格差補填モデルとイノベーションモデル�
�
３．ADDIEモデルによる設計�
　　ガニエの理論に基づく設計�
�
４．胚細胞モデルによる設計�
　　活動理論に基づく設計�



インストラクショナル・デザイン
（ID）とは�
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１	


教育活動の効果・効率・魅力を高めるた
めの手法を集大成したモデルや研究分野、
またはそれらを応用して教材や授業を実
現するプロセスのこと�

教育を効果的・効率的に設計・開発するための
手法のひとつ→ID以外の手法（例PD)もある�

定義出典）ロバート・M. ガニェ他(著)、鈴木克明、岩崎信(翻訳)：
インストラクショナルデザインの原理、北大路書房 (2007)	




ＩＤ登場の背景�
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１	


「よい教え方」、「わかりやすい授業」とはどの
ようなものであり、どうすれば実現できるかを手
順化しなければ、授業名人や様々な経験を積んだ
教員以外は上手く教えられないことになる�

→「教える内容を知っている人＝教授者」になることが多
く、学習者にとって教員運がよいかどうかが重要になる�

「教える内容を知っている＋効果的な教え
方を実践できる」人を育成するために、教
育の設計法、つまりインストラクショナル
デザインが登場（1950年代米国）�



eラーニングとID�
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１	


eラーニングコース・コンテンツの開発にID
が用いられるケースが増加：親和性が高い�

理由�

u 効果的なマルチメディア教材を行き当たりばった
りで作ることはできない�

u 成果がデジタルデータとして残るので、Plan-Do-
See（計画・実施・評価）サイクルの意義が大きい�



多くの理理論論・実践の集積�
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1.  ＩＤの枠組み：ADDIEモデル、状況論的ＩＤ	


2.  学習目標：ニーズ分析モデル、課題分析	


3.  評価・テスト：教育目標分類、項目反応理論(IRT)	


4.  教授法略：IDの第一原理、ガニエの９教育事象	


5.  学習プログラム評価：形成的評価/総括的評価、カークパトリッ
クの4段階評価、投資利益率（ＲＯＩ）	


6.  学習者モデル：ARCSモデル、自己決定学習（ＳＤＬ）	


→今回は、教材作りに関係の深い理論に基づいた実践
方法を紹介	


１	




ＩＤの3理理論論�
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２	


3つのIDモデル：何のためにIDを用いるのか	

→教育、研修の目的は何か	

	

n 課題解決モデル：問題を発見し、解決する	

　→適切な設問が重要	

n イノベーションモデル：改革・変化のゴールを達成

する	

　→変化の本質の見極めが大切	


n 格差補填モデル：ゴールは既に定められている	


　→伝統的IDのモデル	




格差補填モデルの例例�
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２	


n ADDIEモデル：必要に応じて、随時それぞれの
フェーズにフィードバックする	


分析 
Analysis	


設計 
Design	


評価 
Evaluation	


開発 
Development	


実施 
Implementation	


n リーとオーエンスのモデル：分析フェーズをより詳細化	


アセスメント/分析	
 ニーズ調査	


実施	
 開発	


初期分析	


評価	
 設計	


出典）Lee, W. and 
Owens, D. L. (2004) 
Multimedia-based 
Instructional Design. 
Jossey-Bass Pfeiffer	




イノベーションモデルの例例�
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２	


タイプ	
 問い	
 典型的な使い方	

１．プロトタイプ	
 ・どのようなものか	
 同定、カテゴリー化	

２．先行オーガ	

　ナイザー	


・どこに位置づけられるか	
 分類、階層化	


３．アルゴリズム	
 ・どのように手続きを踏むか	
手続きのモニタリング	

４．システム	

　モデル	


・なぜこのようになっている
のか	

・なぜこのような手続きを踏
むのか	


診断、手続きの選択と
構成	


５．「胚細胞」	

　モデル	


・どこから来たのか	

・どこに向かうのか	


進化論的な説明、１～
４のモデルの生成	


認知目標→方向付けのベースで設計�



MOOC学習者・教材の特徴�
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n 学習者 
Ø 幅広い年齢層・プロフィール 
Ø 多様なモチベーション 

n 教材（コンテンツ） 
Ø 一本あたりの長さに制約 
Ø 単位とは異なる認定基準�

２	


（大学にとって）通常のコンテンツとは異
なる設計・開発方針が必要�



ADDIEモデル：分析フェーズ�
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３	


分析�

設計�

開発�

実施�

評価�

フ
ᶁー

ド
バ
ᶅ
ク�

ニーズ分析�

学習目標分析�

長期教育計画�

対象者分析�

コスト分析� 技術・環境分析�

企画提案書�

これが困難 
エントリー
レベル�



分析フェーズのポイント�
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n 明確な目標になっているか�

３	


よくない目標の例	


u 基本語彙を理解させ、日常会話程度の英会話力を
育成する	


u イベント実施における広報の重要性と役割を知る	


目標の立て方	


×理解する、知る、はぐくむ・・・効果を検証できない！	


必ず「測定できる行動目標」を示す　　　　　　　
→内容＋（レベルを伴う）行動	


MOOCではエントリーレベ
ルを明記するか、非常に低
く想定する必要�



設計フェーズ�
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３	


分析	


設計	


開発	


実施	


評価	


听
叺ー

吠
吧
吚
吆	


学習目標詳細化	


学習目標構造化	


学習目標系列化	


授業スタイル選択	


動機づけ設計	


設計仕様書	




設計フェーズのポイント�
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n 教材より先にテスト（課題・評価基準）を作る�

３	


学習目標分析	


学習目標明確化	


課題分析	


この結果をより詳細にする＝
細かい具体的な目標とする	


n 先にテスト（課題・評価基準）を作る理由 
１．学習目標とテストが一致するようにする�
２．学習目標の到達度を測れるようにする�
３．先にテストを作ったほうが効率的�
４．テスト作成が学習目標の見直しになる�

MOOCでは1コンテンツ1目標
まで絞り込めると便利�



開発フェーズ�
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３	


分析�

設計�

開発�

実施�

評価�

フ
ᶁー

ド
バ
ᶅ
ク�

設計仕様書確認�

作業リスト作成�

素材制作�

オーサリング�

コンテンツ� インストラ
クタガイド�

プロトタイプ�

形
成
的
評
価�



（総括的）評価フェーズ�
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３	


目標決定	


	
 方向性の選択�

� デザイン選択�

� 評価指標デザインと選定�

データ収集�

データ分析�

結果報告�

重複している点に
注意�



活動理理論論によるID�
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４	


従来のID�
n まず学生の行動目標�
n 目標の機械的細分化�
n アルゴリズム・階層
化による設計�

n 学習教材より先にテ
スト・課題を開発�

n 製品メタファー�
→ぬり絵の輪郭線を描
いて、指定された色
を塗るイメージ�

活動理論のID�
n 認知的目標に注目�
n 認知的目標の根底に
ある要素を考察�

n 核となるモデル�
n 生成メタファー�
→芯となる彫像に授業
時間内に粘土をどこ
まで肉付けできるか
というイメージ�



⽬目標の⾒見見直し�

18 

４	


n 科目の達成目標�
１．天気が変わる仕組みを説明できるようになる�
２．天気予報が社会経済活動の中でどのように活用されて
いるかについての例をあげることができるようになる�

３．日本で発生する代表的な気象災害に対する基本的な知
識を元にして、自分なりの対策を立てることができるよ
うになる�

活動理論から見ると・・・     
Ø 行動目標（観察可能なパフォーマンス）に留
まっている 

Ø 方向づけのベースがない 



認知的⽬目標への書き直し�

19 

４	


n  パフォーマンスが構築される基盤になる原理や構成概念の
理解を目標として実質的に記述する�

n  どんな種類のモデルを身につけてほしいのかを知るために
主題事項の核心を明らかにする（Engeström　1994）�

n 天気予報の基盤になる原理や構成概念とは？ 
n 気候や気象の現象を予測するモデルとは？ 
目標1．天気が変わる仕組みを説明�

Ø 太陽系において地球が置かれた環境、さらに地
球において日本列島が置かれた環境を熱力学な
どの物理学の法則を使って分析できる 

→現象としての気象を説明する法則を学ぶ必要�



書き直し（続き）�
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４	


目標2．天気予報が社会経済活動の中でどのように活用され
ているかについての例をあげる�

Ø  数値予報の原理と全球モデルの考え方から、天気予報の
仕組みを説明できる 

Ø  気象業務法の趣旨から気象予報会社の活動を予測し、提
供するサービスを調べることができる 

→気象観測技術と気象データの処理の仕方を学ぶ�
目標3．日本で発生する代表的な気象災害に対する基本的な
知識を元にして、自分なりの対策を立てる�

Ø 過去に日本で発生した気象災害の被害を原因の種類に基
づいて体系的に分類できる 

Ø この分類を基に自らの居住地における気象災害を予測し、
対策を提案できる 

→気象現象の説明法則と気象観測技術を学ぶ�



胚細胞モデル�
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４	


n 現象の起源にさかのぼり、組織体の発達・活動に
必要な要素・内的関連を示す	


結局、この3要素が
根源的な学習内容�
→「別の学習内
容」としてまとめ
られる限界�



モデルの成⻑⾧長�
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４	


n 認知目標をモデルに肉付けする形で整理 
＝授業の設計作業	


人間の活動
の影響�

官民の役割
分担・制度�

気象災害の
予測と対応�

主要な気象
観測方法�

観測技術の
歴史的変遷�

降水・風の
発生原因�

社会のニーズ 
IT技術の進歩�

使
用
可
能
な 

デー

タ
の
増
加�

仕
組
み

の
解
明�

人間の活動�

MOOCでは1コ
ンテンツ1リー
フで考える�



まとめ�
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n IDでコース・教材を設計する 
Ø  ADDIEモデルの場合 
・1コンテンツ1目標への詳細化 
・先にテスト・課題を作る 
・エントリーレベルを明記/低めに見積もり 

Ø  胚細胞モデルの場合 
・教えたい内容の核を認知目標として絞り込み 
・条件に応じて肉付け 
・１リーフ１コンテンツとして設計 

どちらのモデルでも、必ず記録（設計図・
資料）を残す�



おわり�

松⽥田岳⼠士（まつだ・たけし）�
島根⼤大学  教育・学⽣生⽀支援機構�
教学企画ＩＲ室�

mat@soc.shimane-‐‑‒u.ac.jp�
�

ご清聴ありがとうございました�

24 



補⾜足：学習⽬目標分析�
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１．目標行動になっているか	


２．評価の条件を示しているか	


　例：辞書を使っていいのか/ひとりでor何人かのグ
ループで	


３．合格基準は明らかか	


　例：何割できればいいのか/どの程度の時間以内か	


学習目標を明確にする最もよい方法は、
テストを作ること→設計フェーズ参照�



補⾜足：コスト分析�
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n 予算の中で、最大限の学習効果を達成する
ために、どこにどの程度のコストをかけるか
を算出すること�

具体的には、次の3種類のコスト�

１．開発コスト：主に初期投資のコスト�

２．運用コスト：日常的ランニングコスト�

３．学習者コスト：学習者の視点からの分析�



補⾜足：コスト分析のポイント�
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n 開発コスト�
使用するメディア、コンテンツのクオリティ、必要
な人員・・・�

n 運用コスト�
使用するメディア、学習者支援レベル・・・�

n 学習者コスト�
学習者の費用、時間、労力・・・→学習者がeラーニ
ングを提供する組織に所属する場合、特に重要�

コンテンツの寿命、eラーニングの規模�



補⾜足：学習⽬目標構造化�
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n  学習目標詳細化＝「何をどこまで学ぶのか」を設計	


n  学習目標構造化、系列化＝「どのように学ぶのか」	


Ø  学習目標構造化では学習目標の間の関係を検討	


→学習目標のまとまり、前後関係（図にしてみる）	


例）クラスタ（左）
か階層（右）か	




補⾜足：学習⽬目標系列列化�
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n  学習目標系列化では学習順序と区切りを検討	


Ø  系列化のポイント（ガニエの9教授事象）	

１．注意を喚起する　	


２．授業の目標を知らせる	


３．前提条件を思い出させる　	


４．新しい事項を提示	


５．学習のガイダンス　	


６．練習の機会を与える	


７．フィードバック　	


８．学習成果を評価　	


９．保持と移転	


導
入	


展
開	


叟
叉
叢	


出典）Gagne R.M., et. al (2005) 
Principles of Instructional Design 
(5th ed.), Wadsworth/Thomson 
Learning	




補⾜足：アルゴリズム�
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n 課題の遂行や手続きのステップを表示	


地球の熱の
出入り�

地球大気の
特徴�

物理法則の
あてはめ�

雲・降水の
仕組み�

日本の環境
考察�

物理法則の
あてはめ�

数値予報 
モデル�

日本の 
気象災害 

天気予報の
活用�



補⾜足：システムモデル�
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n 対象をシステムとして描き、内的関係とダイナミックス
を明らかに	


太陽系�

地球大気の 
システム�

雲と降水の 
仕組み�

数値予報 
モデル�

日本の 
地理的条件�

日本の 
気象災害�

気象サービス 
保険・金融�

分析	


ビジネスの展開	


法的規制 



補⾜足：授業回との対応�
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大気と熱（3）�
大気の構造（2）�

天気予報の技術（4）�

法律・社会（5）�

天気図の種類・見方（6）�

梅雨（7・8）�
台風（9・10）�

積乱雲・竜巻（11・12）�
降雪（13・14）�

人の活動と気候変動（15）�


